














領土・主権
対 策 企 画
調 整 室

内閣
官房
Cabinet Secretariat

魚釣島 北小島 南小島 久場島 大正島

尖閣諸島

1885年以降 沖縄県が尖閣諸島を現地調査し、どの国の支配も及んでいないことを慎重に確認。

1895年 1月14日 閣議決定により尖閣諸島を日本の領土とする。その後、沖縄県の一部として支配。

1896年以降 明治政府の許可を得て、尖閣諸島の開拓を開始。
多くの日本人が尖閣諸島に居住し、漁業を中心に鰹節工場や羽毛の採集に従事。

1919年12月 尖閣諸島付近で遭難した中国人を日本人が救助。

1920年 5月20日 日本人の救助活動に対し、中国が「日本帝国尖閣列島」と明記した感謝状を贈る。
� （パネル） 

1951年 9月 8日 サンフランシスコ平和条約に日本が署名。尖閣諸島は日本の領土として残る。

1952年 4月28日 サンフランシスコ平和条約が発効。

1969年 5月 国連が東シナ海に石油埋蔵の可能性ありと指摘。

1971年 6月 台湾が史上初めて公式に尖閣諸島は台湾の領土であると主張。

1971年12月 中国が史上初めて公式に尖閣諸島は中国の領土であると主張。

1992年 2月25日 中国が尖閣諸島を中国の領土とする国内法を制定。

2008年12月 8日 中国公船が尖閣諸島周辺の領海に侵入。

2010年 9月 7日 尖閣諸島周辺の領海内で中国の漁船が日本の巡視船に意図的に衝突（中国漁船
衝突事件）。
その後も中国公船が尖閣諸島周辺海域に出没。

2012年 9月11日 尖閣諸島のうち民間人所有だった魚釣島、北小島、南小島を日本政府が取得・
保有。

2012年 9月14日以降 日本政府への所有権移転を口実とした中国公船による尖閣諸島周辺の領海侵入
が激化。

2012年12月13日 中国機が尖閣諸島の領空を侵犯。

尖閣諸島関連年表
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尖閣諸島

パネル

　尖閣諸島魚釣島近海で遭難した中国人を日本人が救助したことを受けて、
中国から日本に発出された感謝状� （沖縄県石垣市立八重山博物館蔵）

　中華民国駐長崎領事から沖縄県八重山郡石垣村に贈られた感謝状の中で、遭難した福建省の漁民が漂着し
た場所が「日本帝国沖縄縣八重山郡尖閣列島内和洋島」（現在の尖閣諸島の魚釣島）と明記されており（赤線部
分）、中国が尖閣諸島を日本の沖縄県八重山郡の一部として認識していたことがわかる。
　当時、魚釣島では、明治政府の許可を得て、多くの日本人が漁業を中心に鰹節工場や羽毛の採集に従事し
ており、これらの日本人が遭難した福建省の漁民を救助した。
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